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Ⅰ．研究の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１．研究主題 

考えの形成につなげる新しい時代の国語教育  
 

 
５．研究方法 
（１）令和 2～4年度の 3カ年計画で行う。 
（２）中心サークルを設け、石教研第二次研究協議会において授業提言を行う。 
（３）各市町村第二次研究協議会において、主題の解明を図るために、以下の要領で部会研究を進める。 
  ・授業学年の各教材について，「どの教材でどのような指導事項や学習内容が適当か」を、児童の実

態を鑑みながら検討し、年間指導計画を作成する。 
  ・年間指導計画に沿って、公開授業単元の学習構成を検討する。 
  ・授業公開後、事後研をもち、提言をまとめる。 
（４）実技理論研修会を開催し、今研究に関わる学習および日常の実践に生きる学習の場を設定する。 
（５）「各学年の指導事項」を作成し、年間指導計画作成の際に役立てられるよう、HPにも掲載する。 
 

 ４．研究内容 

 「読むこと」領域の「構造と内容の把握」「精査・解釈」場面 

（１）「構造と内容の把握」「精査・解釈」における文章理解を高めるための指導事項 

（２）文章理解を高めるために効果的な「主体的・対話的で深い学び」 

 

３．研究仮説 
  指導事項や学習内容を明確にし、学習過程を工夫することにより、言葉の特徴や使い方等を理解

し、自分の思いや考えを深められる児童を育てることができるであろう。 

２．研究主題設定の理由 
① 研究の経過について 
  第 27期の研究してきた表現活動を行うためには、「表現のスキル」を身に付けるための『読むこ
と』教材の内容価値や要素」「教材の構造や展開、表現、視点」「教材を創出した作者や筆者等への
着目の仕方」等を理解することが必要である。 

②「考えの形成につなげる国語教育」について 
「考えの形成」に至るまでの道筋として、「構造と内容の把握」「精査・解釈」（理解）の部分が重

要である。この 2つの段階では、俯瞰から焦点化していくことが有効である。以上の点を踏まえ、
「考えの形成につなげる国語教育」が必要である。 

③「新しい時代」について   
  児童が、どのように学ぶかという視点が重要である。児童の「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向けた授業改善を進め、新しい学習過程と照らし合わせながら、指導計画をたてていく必要が
ある。 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 
１．実践研究の経過（全体研究） 

（１）研究経過 

４月１１日 石教研第一次研究協議会 

４月１１日 国語（小）部会 第１回役員研修会 

            研究計画の概要の確認等 

４月下旬～９月中旬 研究協議・研究授業・各市町村専門部会第二次研究協議会 

５月１０日 専門部会役員研究協議会  

５月２０日 国語（小）部会 第２回役員研修会 

５月２４日 国語（小）部会 第３回役員研修会・第１回推進委員研修会 

６月３０日 国語（小）部会 第４回役員研修会 

７月 ８日 国語（小）部会 第５回役員研修会・第２回推進委員研修会 

８月２６日 国語（小）部会 理論研修会 

９月 ５日 各市町村専門部会第二次研究協議会 

９月１６日 国語（小）部会 第６回役員研修会 

９月２２日 国語（小）部会 第７回役員研修会・第３回推進委員研修会 

１０月１４日 石教研専門部会第二次研究協議会 

１１月 ７日 国語（小）部会 第８回役員研修会 

１１月２８日 国語（小）部会 第９回役員研修会・第４回推進委員研修会 

 １月２０日 国語（小）部会 第１０回役員研修会 

 １月 下旬 国語（小）部会 第１１回役員研修会・第５回推進委員研修会 

 １月３１日 各市町村専門部会第三次研究協議会 

２月 中旬 国語（小）部会 第１２回推進委員研修会・第６回役員研修会 

 

（２）研究成果 

○推進委員研修会および役員研修会を通じて、石教研専門部会第二次研究協議会開催に向けた

実践研究の方向性、改善点等を明確にすることができた。 

○石教研専門部会第二次研究協議会等の機会を通じ、各サークルの取組状況や分科会討議の方

向性を確認することができた。 

○「どの教材でどのような指導事項や学習内容が適当か」について実践交流を行うことができ

た。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容 

① 授業公開の様子（低・中学年） 

３年生 教材名「すがたをかえる大豆」 

授 業 者： 

本時の目標：「なか」の段落の特徴を読みとることができる。  

 児童の活動 教師の働きかけ 留意点・評価 

導
入 

１．課題を知る。 

 

 

  

展
開 

２．形式段落３段落について、文

章構成の特徴を全体で確認する。 

 

○「大豆をその形のままいった 

り、にたりして、やわらかく、おいしくする

工夫（くふう）」→「豆・に豆（食品）」と展

開されていることを確認する。 

 

 

 

○か「なか」の段落を見くらべて、とくちょうを読みとろう。 



展
開 

３．取り組む段落を選択し、考え

る方法を選び、段落の特徴をノー

トやワークシートにまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．班で考えを伝え合う。 

 

 

５．段落の特徴を発表する。 

 

 

 

 

６．まとめを考える。 

 

 

 

〇４～７段落から選ばせ、３段落

と同様に、「おいしくする工夫」、

「食品」という展開になっている

かを確認させる。どこから見つけ 

のか、行数やページを書かせる。 

 

 

 

 

 

〇デジタル教科書の本文読み上げ

機能を聴きながら取り組んだり、

ホワイトボードを使用したり、先

生に相談したり、ヒントカードを

見に行ったり、友達と一緒に取り

組んだりと、多様な取り組み方が

できることを伝える。 

〇困っている人は、さいころを出

して赤色や黄色の面を出し、助け

を求めるよう指示をする。 

 

〇「取り組んだ段落」、「とくちょ

う」、「どこに書いてあるか」を、

班の中で発表させる。 

〇段落ごとの共通点を確認できる

ように、意図的に指名する。 

〇友達の考えを書く場合、赤ペン

で書くよう指示する。 

〇取り組む段落を自己決

定させることで、学習意

欲を高める。 

〇難易度は、４・５段落

が易しく、６・７段落が

難しいことを伝える。 

〇余裕があれば、他の段落

の特徴にも挑戦したり、困

っている友達を助けたりす

ることを伝える。 

〇ヒントカードには、「く

ふう」「食材」の文字数を

書いておく。 

 

〇あらかじめ「青」「黄」

「赤」の三色に塗られた面

のさいころを渡しておき、

机上に置くことで、困り感

を示すことができるように

しておく。 

〇話し合いの仕方に不安が

ある班には、話し合いの進

め方が書かれた原稿を渡

す。 

評 説明の中心となる語や

文を根拠に、段落の特徴

を記述している。【思考

力・判断力・表現力等 Ｃ

（１）ア】（ノート・ワー

クシート） 

ま
と
め 

７．「学びの地図」を使って振り

返る。 

○学びの地図を使って振り返らせ

る。 

・学びの地図を使うことで、

単元のどの部分を学んでいる

のかを確かめさせる。 

 

●協議内容および成果と課題（低・中学年） 

○課題解決の際、「ホワイトボード」「ノート」「ワークシート」等、様々な選択肢があったので、児童が 

主体的に学ぶ姿勢につながった。 

△単元の流れが、文章構造をとらえることだけに重きを置いているように感じられる。文章理解の方法につ 

いては検証が必要だった。 

 

 

 

 

②授業公開の様子（高学年） 

５年生 教材名「たずねびと」 

授 業 者： 

本時の目標：おばあさんと出会うことで、アヤを見つけることができたのかについて、自分の考

えをまとめることができる。 

 

○ますべての「なか」の段落で、「（おいしく食べる）くふう」・「食品」が書かれている。 



 児童の活動 教師の働きかけ 留意点・評価 

導
入 

１．単元の学習課題を確認する。 

・「アヤ」を見つけるため。 

 

 

２．祈念館までで、アヤは見つか

ったのか振り返る。 

・綾と同じ年代の子どもが生きて

いた生活背景は見つけたが、「ア

ヤ」のことは見つけていない。 

 

３．祈念館を出た後、誰に会いに

行ったのかを確かめる。 

・おばあさん 

 

 

 

１．どうして綾は広島に行ったの

かという学習課題を振り返らせ

る。 

 

２．綾と同じくらいの年齢の子ど

もがそこにいたという生活背景は

分かったが、「アヤ」の存在を見

つけることはできなかったことを

確認する。 

 

３．「アヤ」を見つけるために、

記念館の後に、誰に会いに行った

のかを発問する。 

「見つける」は、本来あ

ったものを無くして、そ

れを探すことを目的にす

る行為。 

展
開 

４．P１１５～１１９を音読す

る。 

 

 

５．音読した内容から、見つける

ことができたことを確認する。 

 

６．綾が「アヤ」を見つけること

ができたと思えた根拠を、本文か

ら探す。 

 

７．根拠が書かれていそうな場所

を自分で決めて音読する。 

・おばあさんのセリフ 

・綾のセリフ 

・地の文 

・情景描写 

 

８．根拠を書き、「アヤ」の何を

みつけたかを書く。 

 

９．友だちと意見を交流する。 

 

１０．４で自分がまとめた考え

を、ペアで交流する。交流した後

は、考えをタブレットに書き込

む。 

 

１１．綾は、おばあさんに会うこ

とでアヤの存在を見つけたという

ことを、自分の言葉でまとめる。 

４．本文に書かれている文章を根

拠にすることを伝える。 

 

５．見つけることができたかを発

問する。 

 

６．「確かに」って書いてあるけ

ど、綾がそう思えたのはどうして

でしょうか？ 

 

７．見つけたという根拠はどこに

書いていそうですか？ 

 

 

 

 

 

８．ワークシートやパソコンなど

のまとめ方を選択させる。 

 

９．ペアと意見を交流させる。 

 

１０．人物や場面ごとに分けたパ

ドレッドに根拠を記入させる。 

 

 

 

１１．出た考えをもとに、「アヤ

がそこに存在していたことを見つ

けた」とまとめる。 

着席してからも読み続け

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えをまとめて

いる。（観察・発言・ワー

クシート） 

 

 

 

○自分以外の意見を聞

き、共通点や相違点を確

かめる。 

○意見を共有し、自分の

考えを広げている。 

ま
と
め 

１２．振り返りシートに、学習し

たことを記入する。 

 

１３．次の時間の学習内容を確認

する。 

１２．振り返りシートに、学習し

たことを記入させる。 

 

１３．次の時間の学習内容を確認

させる。 

 

○課おばあさんと会うことで、綾は「アヤ」をみつけることができたのだろうか。 



●協議内容および成果と課題（高学年） 

○学習方法を選択させることで、主体的に学習を進める姿勢をつくることができた。 

△文章での交流がメインになってしまったり、交流の範囲がせまくなったりして、なかなか考えを深めるこ 

とができなかった。 

 

（２）専門部会第二次研究協議会での協議内容 

低学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○言語活動を意識して授業をつくったことで、「わかりやすい説明書を書く」という目的意識 

が高まり、説明文を読む必然性につながった。（千歳） 

○ワークシートを活用したことで、読み取りの順番や内容がわかりやすく、自力解決の手助 

けになっていた。（石狩） 

○単元のめあて、学習計画を掲示したことで、確認しながら見通しをもって進めることができ

た。（江別） 

○あえてわかりにくい文章を子どもに提示したことで、教科書の文中の表現の工夫がより際立

ち、子ども達がわかりやすさを体感することができた。（北広島） 

＜課題＞ 

●タブレットを意欲づけのために活用するのは良い手立てだが、子どもたちの意識がタブレッ

トにいってしまい、集中して話を聞くことが難しかった。 

●丁寧に進めると交流の時間の確保が難しいが、内容理解の部分をおろそかにすると交流が深 

まらないので、兼ね合いが難しい。 

中学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○考える手立てとして「問い」、「例」、「つなぎの語」というキーワードを示したことで、個人

思考や交流の際に、それを活用して自分の考えを持つことができていた。（千歳） 

○あえて初めから５の場面を提示しないという手立てを取ることにより、児童は５の場面の必

要性について、より深く考えることができた。（北広島） 

○ロイロノートを活用して、お互いの考えを交流し合い、問いの答えを探すことができてい

た。（当別・新篠津） 

＜課題＞ 

●ワークシートへ書く量が多かったため、書かせることを精選すべきだった。 

●交流する観点を明確に提示する、交流を深めるための対話についてアドバイスをする等、交

流時の児童の動きを教師側がはっきりさせるべきだった。 

高学年 

ブロック 

＜成果＞ 

○パソコンを使って板書を共有したり、コラボノートを活用したりしたことで、どの児童も 

授業に参加しやすい工夫がされていた。（石狩） 

○子どもたちだけで意見交流を進め、自分では気付いていなかったことに気付くことができ 

ていた。（千歳） 

○「５月」の場面と「１２月」の場面を２段階で取り組むことで、初めよりも自分の学びが深 

まった。（江別） 

○トリオトークによる話し手、聞き手、客観的視点という新たな視点が生まれたことが効果 

的で、対話的な学びに有効的に働いた。（北広島） 

＜課題＞ 

●対話に重きを置くことで、個人の読みが妥当なものだったのかを評価・検討できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．教育課程研究 
１．研究の経過 

 今年度は、第 2次研究協議会で扱う教材以外についての「指導事例」を試作し、部会員に配布する。 

２．研究の成果と課題 

 新学習指導要領の全面実施に伴い、令和２年度より新しい教科書の使用が始まった。読み物教材（文学

的文章・説明的文章）の指導に重きを置いた教育課程になるように多くの「指導事例」を試作し、授業に

生かせるように進めてきた。 

 今後、部会研究で積み上げてきた実践を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った指導計画

について検討していくことが課題である。 

 

 

Ⅳ．実技理論研修会 
１．研修会の内容 

「主体的・対話的で深い学びに迫るための授業づくり～子どもを育てる評価とは～」 
講師： 筑波大学附属小学校 教諭 青木 伸生 氏 

８月２６日（金）北広島市立緑が丘小学校 

  今年度は、zoom で筑波大学附属小学校と繋いで、開催した。部会の研究主題に沿う内容で，物語的文

章教材だけでなく、説明的文章教材についても授業づくりのヒントをいただいた。 

２．研修会の成果 

  ２年生教材「どうぶつ園のじゅうい」では、「獣医の仕事は何種類あるか」という発問から文章構造に迫

り、時を表す言葉に着目することで、話のまとまりがわかっていく展開に参加者から、感嘆の声が上がっ

ていた。 

５年生教材「たずねびと」については、クライマックスまで共通理解をしたのち、自分が関心をもった

課題についてグループで学習を進めるという方法の紹介があった。これが個別最適な学びの一歩となり、

自分なりのノートをつくり始めることで、主体的な学びへとつながっていくというお話をいただいた。 

最後に、主体的に学ぶ子どもを育てるには、文章を多面的に読む教材分析の必要性や、個別最適化をは

かるための指導の流れ、発問の工夫等、たくさんのヒントをいただき、有意義な研修会となった。 

 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 
１．成果 

○授業者をはじめとする各サークルでの多彩なアイディアを生かした授業をつくることができ、「構造と内

容の把握」「精査・解釈」のための指導事項を明確にできた。 

○コロナ禍という状況の中、各サークルで工夫をこらし、部会員の協力のもと、指導案検討を進めること

ができたのが有意義であった。 

○多くのサークルで ICT を活用した実践が報告されており、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善が図られていたことで、研究に広がりと深まりが生まれた。 

 ○参集はできなかったものの、オンラインという形で第二次研究協議会を開催したことで、指導案を読む 

だけではわからない、授業中の児童の様子や発言、授業者の思い等を全体で交流することができ 

た。 

２．課題 

 ●指導計画に「主体的・対話的で深い学び」について位置付けていくことを提案したが、制限がある 

中では、共通理解しながら、組織研究を進める難しさを感じた。わかりやすい提言方法を考えていき 

たい。 

 


